
金城学院大学・看護学部・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３３９０５

基盤研究(C)（一般）

2022～2018

4年間の地域包括的ケア体験学習プログラムの構築と看護OSCEによる評価

Developmennt of a four-year community comprehensive care experiential learning 
program and evaluation by nursing OSCE

００４４４２７４研究者番号：

阿部　恵子（ABE, KEIKO）

研究期間：

１８Ｋ１０６３７

年 月 日現在  ５   ６ ２１

円     3,400,000

研究成果の概要（和文）：高齢者と適切にコミュニケーションができるように、段階的コミュニケーション教育
を構築することを目的とした。１年次の高齢SP参加型看護面接演習前後のコミュニケーションスキル自己評価で
は有意な上昇が見られた。１年次初期のコミュニケーション教育の有用性が示された。
年度末の看護OSCEではクラブ活動経験者にコミュニケーション得点が有意に高かった。また、コミュニケーショ
ン能力尺度得点と看護OSCE得点との相関が示されなかった。手技とコミュニケーションの多重タスクの経験が未
熟であることが要因と考えられる。２、３年次では症例別演習、４年次では多職種連携教育によるコミュニケー
ション教育プログラムを提案する。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to construct a step-by-step communication 
education to enable appropriate communication with the elderly. A significant increase was found in 
the self-evaluation of communication skills before and after the first-year elderly SP based nursing
 interview practice. The communication education in the early first year is useful.
In the nursing OSCE at the end of the academic year, communication scores were significantly higher 
for those who experienced club activities. However, there was no correlation between communication 
competence scores and nursing OSCE scores. It’s factor would be immaturity in the experience of 
multiple tasks of care and communication. In the 2nd and 3rd years, we propose a case-specific 
exercise, and in the 4th year, we propose a communication education program through 
interprofessional education.

研究分野： 医療者教育、コミュニケーション教育
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研究成果の学術的意義や社会的意義
超高齢社会において、医療・福祉・介護領域で高齢者のニーズに合わせたコミュニケーションやケアを実践でき
る医療人の育成が求められている。本研究の結果から低学年から高齢SPと演習をすることで、高齢者に寄り添っ
た共感、受容、傾聴スキルが育成されることが示された。また、手技とコミュニケーションの多重タスクの経験
が未熟であることが明らかとなったことから２、３年次では症例別演習による多重タスクの反復練習、４年次で
は多職種連携教育によるコミュニケーション教育を継続することで、高齢者ケアに対応できるコミュニケーショ
ン能力と実践力を修得できる可能性がある点は、社会的に意義がある教育プログラムと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１、 研究開始当時の背景 

超高齢社会である我が国において、2003 年から推奨されてきた地域包括ケアシステムは、
現在 20 年を迎える。このケアシステムは、住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最
期まで出来ることを目指して、国が構築したシステムである。地域において， 看護師が医

療と介護をつなぐ重要な役割を担うとして，日本看護協会は，「訪問看護アクションプラン

2025」を策定している。このような背景から高齢者のケアに直接携わる看護師への期待が高

まっている。 

2019 年の看護基礎教育検討会報告書で，コミュニケーション能力の強化と，対象や療養

の場の多様性に対応できるよう 「地域 ・在宅看護論」の内容の充実が挙げられている （厚生

労働，2019）。既に在宅訪問領域に新卒看護師の入職が始まっている中、病院だけでなく施
設や在宅など、様々な臨床現場で、多様な高齢患者に適切に対応できる高い看護実践能力を
備えた人材育成が求められている。地域 ・在宅看護の看護実践の場で多くを占める高齢者と

の関係構築の基盤となるコミュニケーション教育を早い段階から実施し， 看護学生が卒業

するまでに高齢者とのコミュニケーション技術を身につけることが望ましいと考える。 

一方、核家族化，コミュニケーションの希薄化，そして，現代の IT化の影響など、看護

学生においても基本的な生活能力や常識，学力の変化と同時にコミュニケーション能力の

不足を課題として挙げている（厚生労働省，2007）。また、看護学生の生活体験に関する教

員の認識調査によると 「周囲に無関心で対人関係が希薄」「価値観の多様性を認められない」

「一般常識やマナーの低下」「ITを活用することが得意」などの特徴が報告されている。こ

のような学生の生活体験の乏しさに加えて，看護基礎教育におけるコミュニケーションを

反復練習する機会の減少により，卒業時の看護実践能力が低下している可能性が考えられ

る。地域のニーズに対応できる看護師の育成には，このような看護学生の特徴を踏まえた上

で教育方略を検討し，看護学生の高齢者を支援する看護実践能力を育成することが求めら

れている。 

しかし、看護基礎教育におけるコミュニケーション教育の多くは，看護技術演習で付随的

に行われているため，看護学生にとって，コミュニケーションを技能として意識されにくい。

近年，看護学生のコミュニケーション技術演習として，SP の参加による体験学習が増加し，

その効果が報告されている (岩﨑ら，2021 ；松本ら，2020）が、単発的な体験学習がほとん

どである。コミュニケーション技術を，コミュニケーション学として看護学 1年次生から 4

年次まで継続的に学修することが必要と考える。４年間のコミュニケーション教育プログ

ラムを構築し、その効果を看護 OSCE で評価した報告はない。 

本研究では、このような背景のもと研究計画を立案したが、2020 年度の新型コロナ感染

症拡大防止のため大学の講義演習は、遠隔授業となり、模擬患者という外部の社会資源を用

いた演習の展開は 2022 年度まで実施できなかった。その代替策として、看護面接の「改善

が必要な面接」と 「良い面接」の動画を作成し、トランスクリプトをもとにコミュニケーシ

ョンスキルの分析を行い、オンライン上にて、学生同士による看護面接を行った。 



 

２、 研究目的 

看護学生が，高齢 SP との看護面接演習で，どのような気づきや学びを得ているかを質

的に分析にし、また看護 OSCE にて客観的評価を行い、コミュニケーション能力の変化を

明らかにする。その結果をもとに、４年間の看護コミュニケーション教育プログラムを構

築することである。 

 

３、 研究方法 

１） Kolb の経験学習モデルをもとに、１年次生を対象に高齢 SPとの看護面接演習 （3分準

備＋７分間の看護面接＋10 分間のフィードバック）を実施する。演習の前後でコミュ

ニケーションスキルの自己評価を行い、量的統計解析により対応のある２群比較にて

効果を測定した。高齢 SPのシナリオは下記の通りである。50〜70 代の一般市民の SP15

名（男性 2名，女性 13 名）の協力を得た。事前準備として，SP 養成者が，①シナリ

オの理解，②演技の練習，③フィードバックの練習を各 2時間行った。脳梗塞後の麻

痺、喘息、糖尿病、子宮摘出後の患者など６シナリオで実施した。 

２） １年次生を対象にした高齢 SPとの看護面接演習８ヶ月後にグループインタビュー 

による半構造化面接を用いて，1時間程度のインタビューを行い，データを収集した。

グループインタビューの逐語録を作成し，意味内容ごとにコード化を行った。コード

化したものを学生の気づきや学び，認識などに関する意味内容の類似性，相違性を検

討しながら帰納的に分類し，サブカテゴリー，カテゴリーを抽出した。 

３） オンラインによる看護面接ロールプレイ 

オンラインによるコミュニケーション教育用の動画を視聴し、トランスクリプトをも 

とに、コミュニケーションスキルを分析し、スキルによる相互作用の理解を促した。 

その上で、ブレイクアウトルームに分かれ、学生同士の看護面接ロールプレイを実施 

した。2大学の 1年生 210 名を対象に、前期の基礎看護学演習において、看護面接 DVD 

（要改善例と良い例）を用いてコミュニケーションスキルを学習後、オンライン会議シ 

ステムによりロールプレイを行った。講義後の学び （自由記述）とコミュニケーション 

スキル自己評価表（共感、受容、傾聴等に関する 16 項目）の提出を求めた。講義後の 

学びを質的分析、自己評価は大学別に 2 群比較を行った。 

４） 2022 年度末の 2月に、１年次生を対象に対面の看護 OSCE（形成的評価）を実施した。

事前に個人属性（高校時代のクラブ活動、現在のサークル、アルバイト、家族構成、高
齢者との同居の有無）及び、コミュニケーション能力評価として①情動能力 （Emotional 
Intelligence ：EI）の指標として TEIQue-SF 日本版、②共感能力を測定する JSE （HP-
Version）日本語版、③基本的コミュニケーションスキル測定尺度 （iksy）および、④看
護師における患者とのコミュニケーションスキル測定尺度を用いた。性格調査として

は、日本版モーズレイ性格検査 （MPI）を実施した。客観的評価である看護 OSCE で



は、課題①片麻痺のある患者とのコミュニケーション、課題②軽度認知症のある患者と
のコミュニケーションの２課題を実施した。看護 OSCE の項目は、20 項目 （コミュニ
ケーション 6 項目、情報収集 7 項目、環境整備または車いす移乗 7 項目）とした。模
擬患者と 15 分間の看護面接とケアを行なった。看護 OSCE の評価は、各項目を 1 点
として集計した。分析は、SPSSver28.0 を用いて各項目についてノンパラメトリック検
定を実施した。 

５） 文献及び、研究代表者が実施している既存の SP 参加型教育の効果を踏まえ、1〜４年

間のコミュニケーション教育プログラムを作成した。 

 

４、 研究成果 

１）１年次看護学生と高齢 SPとの看護面接演習の効果 

2022 年 4 月より、研究代表者が新設大学看護学部に異動となり、2019 年度と同様に、１
年次生を対象 （n=106）として、高齢 SP 参加型看護面接演習を実施した。その前後でコミ
ュニケーションスキル自己評価表を実施した。コミュニケーションスキル評価表は「情報
収集」「共感・受容・傾聴」「視線観察態度」の３因子から構成される。合計点では演習前
（平均 57.12±7.29）と演習後（平均 66.55±9.03）の比較において有意差が見られた
(p<.00)。また、因子毎でも、「情報収集」(p<.00)「共感・受容・傾聴」(p<.01)「視線観
察態度」(p<.00)と有意差があった。この結果から、１年次看護学生に対する高齢 SP との
看護面接演習を実施することでコミュニケーションスキルの評価が高まったと認識して
いることが明らかになった。 
２）１年次生を対象にした高齢 SPとの看護面接演習８ヶ月後の学び 
学生はこの演習から【コミュニケーションスキルの重要性】を認識し， 【高齢者の多様性

理解】や 【患者心理への気づき】を得て，SP の 【フィードバックが導く行動変容】を起こし

ていた。また，【理論と実践を結びつける体験学習】と認識し，【入門実習へのレディネス】

を高めていた。入門実習では 【未体験の高度なコミュニケーション対応】の課題が明らかに

なった。（黒澤他 2021） 

３）オンラインによる看護面接ロールプレイ 

オンライン看護面接は、相槌や目線等のマイクロスキルに注視が可能であり、共感、傾聴、

受容等の看護師としての専門的コミュニケーション技術の学びにつながったと考えられる。

2 大学間比較では、実習経験済みのＢ大学と実習未経験の A 大学とで「傾聴・共感・受容」

因子に差がないことから、オンライン看護面接の汎用性が示唆された。 

Kolb の経験学習サイクルとして、経験から省察、概念化、新しい経験への応用・試行へ

と思考が深まり、マイクロスキルの活用が、傾聴、共感、受容を促進させることが示唆され

た。また、オンライン看護面接のロールプレイは、対患者面接の準備に向けた学習機会とな

り，相互理解に向けた面接技術の修得につながることが示唆された。（山本 2022） 

 



４）1 年次の 6 月に高齢 SP と看護面接を実施した８ヶ月後に、研究同意の得られた１年
次生を対象に、①片麻痺のある高齢者 （男性）患者への環境整備と②軽度認知症のある利用
者 （女性）への車椅子への移乗の２課題の看護 OSCE(形成的評価)を実施した。高校時代の
クラブ活動の経験者の有無で、課題②コミュニケーションで有意差があった （p＜0.05）。初
年次の看護 OSCE の結果と生活体験との関係では、高校時代のクラブ活動の経験者は課題
②軽度認知症の高齢者とのコミュニケーションがクラブ活動未経験者に比べて高かった。
クラブ活動の縦社会の中で、他者の意見を受け入れる等の人との交流が生活の中で行われ
ていたことから、事例での予想外の発言を受容し会話ができていたのではないかと考える。 
 また、コミュニケーション能力尺度である①TEIQue-SF 日本版および②JSE （HP-Version）
日本語版を測定した③基本的コミュニケーションスキル測定尺度 （iksy）および④看護師に
おける患者とのコミュニケーションスキル測定尺度の 4 つの尺度の結果と２課題の看護
OSCE の総合点との関係性は見られなかった。課題の内容は既習内容であるが、情報収集と
環境整備及び車椅子移乗を同時にすることには慣れておらず、コミュニケーションがうま
く取れていない可能性があると考える。看護はケアをしながら声かけをして安心 ・安全に実
施することが求められているため早い段階から声かけとケアを同時に実施する練習を重ね
ていく必要性が示唆された。 
５）高学年には多職種連携医療に求められるチームコミュニケーション能力を 
育成することが重要である。前任校で５年次医学生 284 名、５年次役学生 380 名、４年次看

護学生 76 名を対象とし、症例を用いて学生が各職種の立場から模擬患者にアプローチし、

その問題点を互いに検討しながら患者のケアプランを作成する３時間の IPE プログラムを

実施した。IPE の効果として、「今後の病院/病棟実習に役立つと思いますか？」に対して、

いずれの学部生も 91％以上が肯定的な回答であった。また、「将来の自分の仕事に役立つと

思いますか」「今回の実習に対して満足していますか」に対していずれの学部生も 88%以上

が肯定的な回答で、学部間でも有意な差は認められなかった。このような模擬患者参加型

IPE は医療従事者の専門職能を生かしたより質の高い安全な医療の実現に寄与できるもの

と思われる。（後藤他 2017） 
６）これらの試験的取り組みを総合し、４年間の高齢者に対応できるコミュニケーション教
育プログラムを下記のように検討した。 
１年次 ：前期の早期に高齢模擬患者とコミュニケーションを図り、高齢者の理解を深める。 
2 年～3 年次 ：症例別に、模擬患者との看護面接を実施する。慢性期疾患、急性期疾患、精
神疾患、認知症など、さまざまな事例を学ぶ中で、症例ごとのコミュニケーションの方法を
学ぶ。また、看護過程の展開において、模擬患者から情報収集し、アセスメントを行なった
上で、ニーズに合わせたケアを模擬患者に実施する。実習前に看護 OSCE にてコミュニケ
ーション能力、手技、態度を評価する。 
４年次 ：他学部の医療職の学生と多職種連携教育を実施し、チームコミュニケーション能力

を育成する。 
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